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                             受付番号 第  号 

                                                     ２０１２年１１月２９日 

                                                                 時  分 

山県市議会議長 様 

                                                     山県市議会議員 

                                                       寺町知正   印 

                         一般質問通告書 

下記のとおり質問したいので、通告します 

質問番号１番  答弁者  市長 

質問事項  事業仕分けの成果と手法の反映を 

《質問要旨》先の１１月２３．２４日に山県市として初めての事業仕分けが行われた。私は、具体

的に仕分けをアドバイスし進めた「構想日本」の経験を積んだ手法や観点、指摘などに敬服し、か

つ、市民判定人の意見も興味深く、判定にも合点（がてん）した。 

もちろん、コーディネーターやボランティアで訪れた専門家の指摘は、現在の市の事業につき、

成果の検証が不十分であること、それが市民へのＰＲのあり方の根底の問題に直結していることを

明らかにした、とも映った。 

さらに、職員らは、今回の経験によって、説明の仕方の原則も上達方向に進むと感じた。 

 

１．事業仕分けについて、市長の感想と今後への展望はどのようか。 

職員の感想の主な点はどのようであったか。 

 

２．私は、何より、仕分けに取り上げられる各事業に関して担当課が事前に用意した「事業シート

（概要説明書）」に驚いた。たとえば、各事業ごとの「人件費」について、それなりに「担当正職員 

０．３人」などと書き込まれ、それに対応する人件費は「１．７５７千円」等と、必須要件として

示されていた。私は、数年前、この議会の一般質問で、「各事業ごとの職員の人件費」を求めたとこ

ろ、ほとんどの管理職が「意味が分からない」との返事であった。その時は、説明し「各課一事業」

を任意に選択して人件費を試算してもらった。 

今回の事業仕分けで作られた「事業シート」はその他、予算額や実績、対象市民数などもおおむ

ね４年分ずつ、明確に示されている。議会議論にも、行政の仕事に興味のある市民にもきわめて有

用な資料だ。 

いうまでもなく、「事業シート」は、今回対象とされた１２事業以外にも作成できる。 

私は、事業シートを作ることが、職員の自ら進める事業に対する「客観的評価」の前提を整える

ことであり、かつ、そのことで自らの説明力を高めるとともに、「成果」を認識し次への改善を見出

すことができる等、重要かつ好適な手法であると考える。 

市長は「事業シート」をどのように受け止め、どのように活用しようと考えているか。 

 

３．職員は、事業を進めること、いわば予算執行に追われ、実は後で振り返る、成果を検証する、

つまり「決算」的観点が不足していることは、従来からどこの自治体議会でも指摘されている。 

ところで、毎年９月の議会で前年の決算が議論される。その資料には、「成果説明書」が付属して

いる。しかし、現在の山県市の説明書は概要的過ぎて、いつも、データが足らないと痛感している。 

そこで、事業仕分けで作成した「事業シート」、これを、今回対象とされた１２事業以外の主要な

事業にも広め、それらを「成果説明書（事業シート編）」とでもいう冊子として議会の決算審査に供
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していくことが極めて効率的かつ効果的であると考える。議員も市民も、従来の事業概要説明的な

「成果説明書」と別冊の「（事業シート編）」を対照してみていけば、より分かりやすい。 

このことは、予算の説明にも通じる。 

そもそも、職員自身の日常遂行している各種事務事業の「成果の検証」に直結する。 

「成果説明書（事業シート編）」「予算説明書（事業シート編）」（仮称）を作成することを提案す

るが、市長はどう考えるか。                          以上 

 


